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平
成
17
年
第
４
回
（
12
月
）
定
例
会
で

は
、
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
18
件
、

継
続
審
査
と
し
て
い
た
議
案
２
件
と
議
員

提
出
議
案
２
件
の
計
22
件
の
議
案
を
審
議

し
ま
し
た
。

定
例
会
初
日
に
は
、
提
案
さ
れ
た
議
案

の
う
ち
諮
問
４
件
と
第
３
回
定
例
会
で
提

案
さ
れ
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
て
い
た

平
成
16
年
度
決
算
２
件
を
審
議
し
、
そ
れ

ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
政
務
調
査
費
の
収
支
報
告
書
を

提
出
す
る
際
、
領
収
証
書
の
添
付
を
義
務

づ
け
る
「
議
会
に
お
け
る
会
派
に
対
す
る

政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
」
や
「
平
成
17
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）」な
ど
の
議

案
に
つ
い
て
は
、
所
管
の
常
任
委
員
会
等

に
付
託
し
、
委
員
会
で
の
審
査
を
経
て
、

定
例
会
初
日
に
議
員
提
出
議
案
１
件
、
６

日
目
に
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
各
委
員

長
の
報
告
、
討
論
、
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
す
べ
て
提
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

ま
た
、
定
例
会
６
日
目
に
は
議
員
提
出

議
案
１
件
を
審
議
し
、
提
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
に
付
託
し
て

本
会
議
で
可
決
し
た
案
件

常
任
委
員
会
可
決
案
件

【
総
務
委
員
会
付
託
案
件
】

●
竹
原
広
域
行
政
組
合
の
共
同
処
理
す
る

事
務
及
び
規
約
の
変
更

平
成
18
年
度
に
県
か
ら
市
に
移
譲
さ

れ
る
火
薬
類
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
、

安
芸
津
町
区
域
を
竹
原
広
域
行
政
組
合

で
共
同
処
理
す
る
こ
と
と
す
る
も
の
。

●
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

火
災
に
関
す
る
警
報
発
令
中
の
喫
煙

制
限
や
石
綿
の
使
用
禁
止
等
ボ
イ
ラ
ー

の
構
造
基
準
の
見
直
し
等
を
行
う
も
の
。

【
市
民
経
済
委
員
会
付
託
案
件
】

●
字
の
区
域
の
変
更

地
籍
の
明
確
化
に
伴
い
、
安
芸
津
町
三

津
区
域
の
字
の
区
域
を
変
更
す
る
も
の
。

【
建
設
委
員
会
付
託
案
件
】

●
市
道
の
路
線
の
認
定

助
実
36
号
線
な
ど
３
路
線
の
認
定
。

常
任
委
員
会
否
決
案
件

【
文
教
厚
生
委
員
会
付
託
案
件
】

●
財
産
の
無
償
譲
渡

旧
河
内
町
大
仙
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
事
業
廃
止
に
伴
い
、
施
設
の

有
効
利
用
を
前
提
と
し
て
建
物
、
附
属

設
備
及
び
備
品
を
土
地
所
有
者
の
社
会

福
祉
法
人
入
野
福
祉
会
に
無
償
譲
渡
す

る
も
の
。

所
在
　
河
内
町
入
野
１
８
９
３
番
２
５

建
物
延
べ
床
面
積
　
３
６
２
・
45
裃

〈
反
対
討
論
〉

・
市
が
一
法
人
に
対
し
て
無
償
譲
渡
す

る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
他

法
人
と
の
均
衡
を
欠
く
。

・
福
祉
目
的
で
の
施
設
利
用
が
保
証
さ

れ
て
い
な
い
。

・
旧
河
内
町
か
ら
入
野
福
祉
会
へ
の
委

託
に
よ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
廃
止

さ
れ
た
原
因
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
。

・
無
償
貸
与
や
、
市
施
設
で
の
備
品
の

活
用
な
ど
、
他
の
方
法
を
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。

・
本
施
設
の
敷
地
に
つ
い
て
は
、「
返
還

時
に
は
更
地
に
す
る
」
と
の
借
地
契
約

が
旧
河
内
町
と
入
野
福
祉
会
に
お
い
て

な
さ
れ
て
い
る
。
契
約
内
容
を
変
更
し

な
い
で
、
建
物
を
撤
去
す
べ
き
で
あ
る
。

平成17年第4回定例会　議決状況

平成17年
第4回定例会

政
務
調
査
費
収
支
報
告
書
に
領
収
証
書
の
添
付
を
義
務
化

政
務
調
査
費
の
支
出
に
対
し
、
よ
り
一
層
の
透
明
性
確
保
へ

■第4回定例会で
可決した案件

●条例案等 6件

●予算案 8件

●諮問 4件

●決算 2件

●議員提出議案 2件

■第4回定例会の日程
12月19日（1日目） 開会、会期の決定、決算特別委員長報告―議案採決

【認定可決】、議案説明、諮問採決【適任可決】、議案・
議員提出議案付託（常任委員会・議会運営委員会）、
常任委員長報告―議員提出議案採決【原案可決】

12月12日（2日目） 一般質問
12月13日（3日目） 一般質問
12月14日（4日目） 一般質問
12月15日（5日目） 一般質問、付託議案の議会運営委員会審査
12月16・19・20・21日 付託議案の常任委員会審査
12月22日（6日目） 常任委員長・議会運営委員長報告―議案採決【原案可

決】、議員提出議案採決【原案可決】、閉会
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●平成17年度一般会計補正予算（第4号）を可決しました

補正額　　9億4,716万3千円増　　　総　額　　660億8,186万4千円

（主な補正内容）

・総務費（庁舎建設基金への積み立てなど） 6億5,535万円増

・民生費（私立保育所運営委託事業費の増など） 9,587万円増

・衛生費（職員給与の調整） 2,258万円増

・農林水産業費（畜産振興一般事業費の増など） 1,302万1千円増

・土木費（市営住宅建設事業費の増など） 9,029万6千円増

・教育費（仮設教室建設経費の増など） 2,606万5千円増

・災害復旧費（農業用施設災害復旧費の増など） 3,444万7千円増

〈反対討論〉

職員給与をさかのぼって引き下げるのは不利益不遡及の原則に反する。庁舎
建設基金への積み立てより少子化対策を充実させるべきである。また、市独自
の負担による介護保険の充実を図るべきである。

議
会
運
営
委
員
会
に

付
託
し
て
可
決
し
た
案
件

●
議
会
に
お
け
る
会
派
に
対
す
る
政
務
調

査
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
政
務
調
査
費
に
係
る
収
支
報
告
書
の

提
出
時
に
領
収
証
書
の
添
付
を
義
務
付

け
る
も
の
。

委
員
会
へ
の
付
託
を
省
略
し
て

可
決
し
た
案
件

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と

東
広
島
市
西
条
上
市
町
８
番
42
号

三
好
　
直
美

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と

東
広
島
市
安
芸
津
町
木
谷
３
３
３
番
地

植
野
　
洋
文

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と

東
広
島
市
志
和
町
志
和
東
９
０
０
番
地

堀
　
　
隆
史

会計名（補正回数） 補正額（補正内容）

公共下水道事業盧 1億1,467万2千円減
（財源更正）農業集落排水事業盧

●平成17年度特別会計補正予算を可決しました

会計名（補正回数） 総　　額

竹仁財産区盧 257万8千円

●平成17年度財産区特別会計補正予算を可決しました

区分 補正額（補正内容）

収益的収入及び支出
収入 813万7千円増
支出 2,671万3千円増

●平成17年度水道事業会計補正予算（第3号）を可決しました
●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と

東
広
島
市
志
和
町
志
和
堀
４
０
１
４
番
地

二
羽
　
和
子

総　　額
83億926万7千円
2億7,896万5千円

国民健康保険盪
事業勘定 1,889万円増 128億7,314万3千円
直営診療施設勘定 136万円増 7,293万7千円

老人保健盪 87万円増 153億2,611万7千円

介護保険盪 保険事業勘定 9,618万6千円増 89億989万円

〈反対討論〉

公共下水道事業、国民健康保険、老人保健及び介護保険について、職員給与
をさかのぼって引き下げるのは不利益不遡及の原則に反する。

補正額（補正内容）
130万円増

総　　額
42億9,115万6千円
43億1,328万7千円

資本的収入及び支出
収入 8,096万5千円減 12億5,108万1千円
支出 8,419万4千円減 23億5,867万8千円

〈反対討論〉

職員給与をさかのぼって引き下げるのは不利益不遡及の原則に反する。
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平成17年第4回定例会　議決状況

《
決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
概
要
》

●
平
成
16
年
度
歳
入
歳
出
決
算

▽
委
員
か
ら
の
主
な
指
摘
・
要
望
事
項

・
収
納
率
の
向
上
と
未
収
入
金
の
解
消

（
関
係
部
署
・
関
係
団
体
な
ど
と
の
連

携
、
適
正
な
債
権
管
理
、
悪
質
滞
納
者

へ
の
よ
り
一
層
厳
し
い
対
応
な
ど
）

・
高
度
情
報
化
の
推
進
等
に
よ
る
人
件
費

の
抑
制
、
企
業
誘
致
促
進
等
を
通
じ
た

自
主
財
源
確
保
に
よ
る
財
政
の
健
全
化

・
職
員
の
適
正
配
置
と
時
間
外
勤
務
縮
減

・
新
市
建
設
計
画
の
実
現

・
人
権
施
策
の
積
極
的
推
進

・
生
活
保
護
世
帯
の
生
活
水
準
の
向
上

・
い
き
い
き
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童

の
解
消

・
ご
み
の
減
量
な
ど
に
よ
る
ご
み
処
理
諸

経
費
の
縮
減

・
農
業
生
産
法
人
の
設
立
支
援
や
農
産
物

の
高
付
加
価
値
化
な
ど
農
業
に
展
望
が

持
て
る
た
め
の
対
策

・
合
併
に
よ
り
新
た
に
加
わ
っ
た
観
光
資

源
な
ど
の
有
効
活
用

・
市
営
住
宅
入
居
者
の
状
況
把
握
と
適
正

な
入
居
対
応

・
区
画
整
理
事
業
の
保
留
地
処
分
対
策

・
自
主
防
災
組
織
の
育
成

・
学
校
図
書
の
充
実
と
す
べ
て
の
学
校
へ

の
司
書
教
諭
の
配
置

・
児
童
数
の
増
加
に
対
応
し
た
総
合
的
な

学
習
の
実
施

・
旧
町
に
お
い
て
複
数
年
に
渡
り
実
施
す

る
事
業
に
交
付
さ
れ
た
補
助
金
に
対
す

る
今
後
の
事
業
効
果
の
精
査

▽
委
員
会
で
の
反
対
討
論

投
資
的
経
費
を
抑
制
し
、
医
療
や
福
祉

な
ど
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
中
小

企
業
支
援
、
農
業
振
興
へ
の
一
層
の
努
力

を
望
む
。
乳
幼
児
医
療
費
に
係
る
個
人
負

担
を
な
く
す
べ
き
で
あ
る
。
低
所
得
者
の

国
保
税
を
軽
減
す
べ
き
で
あ
る
。
市
道
整

備
に
要
す
る
用
地
の
取
得
は
す
べ
て
買
収

で
行
う
べ
き
で
あ
る
。
教
育
施
設
の
耐
震

対
策
を
早
急
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
司

書
教
諭
が
図
書
館
管
理
を
行
う
時
間
を
充

分
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。
学
校
図
書
を
早

期
に
国
基
準
ま
で
整
備
す
べ
き
で
あ
る
。

▽
委
員
会
で
の
賛
成
討
論

合
併
に
伴
う
二
重
計
上
や
不
用
額
、
繰

越
明
許
費
が
多
額
で
あ
り
、
財
政
力
指
数

な
ど
も
猶
予
で
き
な
い
値
だ
が
、
一
定
の

ル
ー
ル
の
中
で
執
行
さ
れ
て
い
る
。
三
位

一
体
の
改
革
中
途
の
時
期
、
合
併
事
務
も

行
い
な
が
ら
最
大
限
の
努
力
が
な
さ
れ
て

い
る
。
今
後
は
少
子
・
高
齢
化
対
策
の
充

実
、
適
正
な
人
員
計
画
、
高
度
情
報
シ
ス

テ
ム
の
強
化
、
新
市
建
設
計
画
の
実
現
に

向
け
一
層
の
努
力
を
行
い
、
財
政
の
健
全

化
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
望
む
。

▽
委
員
会
の
意
見
・
審
査
結
果

予
算
編
成
時
の
内
容
精
査
や
適
宜
、
適

正
な
補
正
な
ど
に
よ
る
財
源
の
効
率
的
な

運
用
を
行
い
、
不
用
額
の
減
少
を
望
む
。

賛
成
多
数
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し

た
。

■一般会計決算

平
成
16
年
度
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
【
決
算
特
別
委
員
会
付
託
】

平成16年度収入済額 
514億8,988万円 

平成15年度収入済額 
387億3,155万円 

市税 
191億9,439万円 
（37.3） 

市税 
175億8,256万円 
（45.4） 

総務費 
59億1,247万円 
（11.9） 

民生費 
95億7,686万円 
（19.3） 

民生費 
80億5,281万円 
（21.5） 

土木費 
85億9,282万円 
（22.9） 

公債費 
52億8,481万円 
（14.1） 

土木費 
87億8,193万円 
（17.7） 

公債費 
106億684万円 
（21.4） 

不用額 
21億180万円 

市債 
102億円 
（19.8） 

その他 
71億8,906万円 
（14.0） 

地方交付税 
26億2,500万円（5.1） 

分担金及び負担金 
8億2,589万円（1.6） 

国庫支出金 
48億8,230万円（9.5） 

県支出金 
36億8,005万円（7.1） 

諸収入 
28億9,319万円（5.6） 

 

地方交付税 
40億2,118万円（10.4） 

 

分担及び負担金 
7億8,338万円（2.0） 

国庫支出金 
34億7,014万円（9.0） 

県支出金 
20億8,306万円（5.4） 

諸収入 
11億8,851万円（3.1） 

平成15年度支出済額 
374億6,637万円 

平成16年度支出済額 
495億8,488万円 

 

総務費 
41億9,145万円（11.2） 

衛生費 
25億8,502万円（6.9） 

農林水産費 
15億8,089万円（4.2） 

教育費 
37億5,800万円（10.0） 

その他 
34億2,057万円（9.1） 

翌年度繰越額 
10億4,208万円 

不用額 
7億954万円 

衛生費 
38億8,684万円（7.8） 

教育費 
43億9,541万円（8.9） 

 

翌年度繰越額 
18億2,118万円 

その他 
50億160万円（10.1） 

その他 
43億9,892万円（11.4） 

市債 
52億380万円 
（13.4） 

＊不用額＝予算総額－支出済額－翌年度繰越額 
＊（　）内は構成比で単位は％ 

農林水産費 
14億2,293万円（2.9） 

＊平成16年度決算は、平成17年2月7日以降の旧町分などの収支を
含むため、前年度と比べ、大幅に増加しています。
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平成17年第4回定例会　議決状況

議員提出議案を可決しました

●真の地方分権改革の確実な実現に関する意見書の提出

平成18年度の地方税財政対策において真の地方分権改革を実現するよう、地方交付税の所要総額の確保や、３兆
円の税源移譲の確実な実施、『地方の改革案』に沿った義務教育費国庫負担金の税源移譲などを要望する意見書を
国会と政府に提出するもの。

●国立病院機構賀茂精神医療センターにおける心神喪失者等医療観察法に基づく新病棟の整備に関する意見書の提出

国立病院機構賀茂精神医療センターを「心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療及び観察等に関す
る法律」に基づく指定入院医療機関として指定し新病棟の整備をすることに対し、国から地元への誠意ある回答が
なされていない現状において反対する意見書を政府に提出するもの。

●
平
成
16
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算

▽
委
員
か
ら
の
主
な
指
摘
・
要
望
事
項

・
適
正
な
職
員
配
置
（
時
間
外
勤
務
縮
減
）

・
水
道
料
金
の
収
納
率
の
改
善

・
有
収
率
の
向
上

・
企
業
債
の
借
り
換
え
、
繰
上
償
還
な
ど

に
よ
る
効
率
的
な
財
政
運
営

▽
委
員
会
で
の
反
対
討
論

生
活
保
護
世
帯
に
対
す
る
水
道
料
金
の

減
免
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

▽
委
員
会
の
意
見
・
審
査
結
果

賛
成
多
数
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し

た
。

▼
委
員
会
の
ま
と
め

審
査
過
程
で
あ
っ
た
指
摘
及
び
要
望
、

意
見
な
ど
を
今
後
の
行
政
執
行
の
上
で
十

分
留
意
さ
れ
、
改
善
を
図
ら
れ
る
よ
う
要

望
す
る
と
と
も
に
、
新
年
度
予
算
編
成
に

お
い
て
も
十
二
分
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を

強
く
要
望
す
る
。

《
本
会
議
で
の
反
対
討
論
》

●
平
成
16
年
度
歳
入
歳
出
決
算

雇
用
促
進
、
子
育
て
支
援
、
生
活
保
護

対
策
や
介
護
保
険
の
充
実
、
農
業
の
振
興

な
ど
、
決
算
状
況
を
み
る
と
消
極
的
で
あ

る
。
教
育
施
設
へ
の
耐
震
対
策
が
進
ん
で

い
な
い
。
司
書
を
各
学
校
に
配
置
す
べ
き

で
あ
る
。
企
業
誘
致
へ
投
じ
ら
れ
た
多
額

の
予
算
を
福
祉
施
策
に
充
て
る
べ
き
で
あ

る
。
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
率
が
悪
く
、

時
間
外
勤
務
も
増
え
て
い
る
。
投
資
的
経

費
の
抑
制
が
必
要
で
あ
る
。

●
平
成
16
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算

生
活
保
護
世
帯
に
対
す
る
水
道
料
金
の

減
免
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

会　計　名 歳　　入

住宅新築資金等貸付事業 2,036

公共下水道事業 755,722

東広島中核工業団地汚水処理
施設事業

1,535

原地区工業団地汚水処理
施設事業

237

志和流通団地汚水処理施設事業 909

黒瀬地区工業団地汚水処理施設事業 52

河内臨空団地汚水処理施設事業 32

農業集落排水事業 13,478

西条第一土地区画整理事業 12,778

東広島駅前土地区画整理事業 50,214

ひがしひろしま墓園管理事業 3,085

特定地域生活排水処理事業 181

安芸津港湾事業 330

国民健康保険
事業勘定 897,544

直営診療施設
勘定

2,413

老人保健 1,045,228

介護保険
保険事業勘定 587,795

介護サービス
事業勘定

2,626

歳　　出

2,036

749,475

1,431

237

909

52

26

13,478

12,778

50,327

3,070

152

300

875,599

2,180

1,053,817

571,764

2,545

■特別会計決算 （単位：万円） ■水道事業会計決算
（単位：万円）

収益的収入 321,380

収益的支出 331,521

資本的収入 65,599

資本的支出 138,558

資本的収入額が資本

的支出額に不足する額

は、過年度分損益勘定

留保資金、当年度分消

費税等で補てんした。
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平
成
17
年
第
２
回
臨
時
会
が

開
か
れ
ま
し
た

平
成
17
年
11
月
18
日
に
開
か
れ
た
平
成

17
年
第
２
回
臨
時
会
で
は
、
国
家
公
務
員

の
一
般
職
の
職
員
の
給
与
の
改
定
な
ど
に

合
わ
せ
、
本
市
の
職
員
の
給
与
を
改
定
す

る
「
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
」
な
ど
市
長
か
ら
提
案
さ

れ
た
３
件
の
議
案
に
つ
い
て
、
所
管
の
総

務
委
員
会
に
付
託
し
、
委
員
会
で
の
審
査

を
経
て
、
同
日
、
委
員
長
の
報
告
、
討
論
、

採
決
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
す
べ

て
提
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

【
総
務
委
員
会
付
託
案
件
】

●
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

職
員
の
給
料
月
額
を
０
・
３
％
引
き

下
げ
る
と
と
も
に
、
扶
養
手
当
の
支
給

額
等
を
引
き
下
げ
、
勤
勉
手
当
支
給
率

を
０
・
０
５
月
分
引
き
上
げ
る
も
の
。

●
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の

勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

教
育
長
の
期
末
手
当
支
給
率
を
０
・

０
５
月
分
引
き
上
げ
る
も
の
。

●
特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
、
旅
費
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

市
議
会
議
員
、
市
長
、
助
役
及
び
収

入
役
の
期
末
手
当
の
支
給
率
を
０
・
０

５
月
分
引
き
上
げ
る
も
の
。

議
会
会
報
委
員
会

●
日
時
／
10
月
21
日
〜
10
月
22
日

●
視
察
地
／
日
進
市
・
島
田
市

愛
知
県
日
進
市
、
静
岡
県
島
田
市
に
お

い
て
議
会
だ
よ
り
及
び
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
つ
い
て
の
行
政
視
察
を
行
っ
た
。

両
市
と
も
、
情
報
の
速
報
性
に
努
力
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
議
会
だ
よ
り
に
委
員

会
で
の
審
査
状
況
を
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
島
田
市
に
お
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
に
も
各
委
員
会
の
活
動
状
況
を
掲

載
さ
れ
る
な
ど
、
議
会
の
様
子
を
わ
か
り

や
す
く
伝
え
る
た
め
の
工
夫
が
な
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
日
進
市
で
は
、
点
字
に
よ

る
議
会
だ
よ
り
の
発
行
な
ど
、
障
害
者
向

け
の
サ
ー
ビ
ス
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い

る
。こ

れ
ら
視
察
を
行
っ
た
こ
と
を
今
後
の

市
議
会
だ
よ
り
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

役
立
て
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

議
会
運
営
委
員
会

●
日
時
／
11
月
14
日
〜
11
月
16
日

●
視
察
地
／
鹿
児
島
市
・
那
覇
市
・
糸
満
市

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
、
沖
縄
県
那
覇

市
・
糸
満
市
に
お
い
て
、
本
会
議
で
の
質

問
や
議
案
の
審
査
・
審
議
の
方
法
、
委
員

会
の
公
開
や
議
会
サ
ー
ビ
ス
の
状
況
、
政

務
調
査
費
な
ど
、「
議
会
運
営
」
全
般
に

つ
い
て
、
調
査
研
究
を
行
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
鹿
児
島
市
で
は
、
高
齢
者

や
聴
覚
障
害
者
の
た
め
に
、
傍
聴
席
に
ワ

イ
ヤ
レ
ス
補
聴
器
で
聴
く
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
た
り
、
議
場
で
は
議
員
席
最
前
列
の

演
壇
か
ら
答
弁
者
で
あ
る
当
局
席
側
に
対

し
て
質
疑
す
る
対
面
式
を
採
用
し
て
い

る
。
ま
た
、
各
市
と
も
委
員
会
を
公
開
し

て
お
り
、
本
会
議
の
生
中
継
を
行
っ
て
い

る
市
も
あ
っ
た
。

今
回
、
視
察
し
た
取
り
組
み
に
関
し
て

は
、
参
考
と
な
る
部
分
が
多
く
、
こ
れ
か

ら
の
本
市
で
の
議
会
活
性
化
に
向
け
た
取

り
組
み
や
議
会
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
け

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

行
政
視
察
報
告

■第2回臨時会で可決した案件

●条例案 3件

■第2回臨時会の日程（11月18日）
開会、会期の決定、議案説明、

議案付託（総務常任委員会）、

付託議案の常任委員会審査、

常任委員長報告－議案採決【原案可決】、

閉会

議会会報委員会行政視察

議会運営委員会行政視察
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全
国
市
議
会
議
長
会
主
催
の
米
国
・
カ
ナ

ダ
都
市
行
政
調
査
団
27
名
は
、
平
成
17
年
10

月
12
日
か
ら
21
日
ま
で
の
間
、
地
方
自
治
制

度
、
議
会
運
営
の
実
際
や
高
齢
者
福
祉
の
あ

り
方
、
ま
た
、
訪
問
各
都
市
に
お
け
る
特
色

あ
る
都
市
再
開
発
の
施
策
に
つ
い
て
実
情
を

調
査
す
る
と
と
も
に
、
現
地
関
係
者
と
の
意

見
交
換
と
交
流
を
行
い
、
相
互
理
解
を
深
め
、

国
際
親
善
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

そ
の
成
果
を
得
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

■
ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
再
開
発
地

域
・
ロ
ワ
ー
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
地
区

（
米
国
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
）

【
視
察
項
目:

中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
】

ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
跡
地
を
含
む
ロ
ワ
ー

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
地
区
は
９
・
11
同
時
多
発
テ

ロ
に
よ
り
被
害
を
被
っ
た
が
、
行
政
と
市
民

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
醸
成
さ
れ
、
５
０
０
０

人
の
市
民
参
加
に
よ
る
復
興
計
画
が
策
定
さ

れ
た
。
し
か
し
、
建
設
予
定
の
フ
リ
ー
ダ
ム

タ
ワ
ー
が
新
た
な
テ
ロ
の
標
的
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
と
の
市
警
の
指
摘
を
受
け
、
４
年

が
経
過
し
た
現
在
も
中
止
さ
れ
た
ま
ま
で
あ

る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
概
要

面
積
８
３
３
裄
（
東
京
23
区
の
１
・
３
倍
）、

人
口
８
０
０
万
人
超
。
人
口
密
度
９
６
１
４

人
／
裄
（
同
75
％
）、
１
人
当
た
り
の
公
園
面

積
29
裃
（
同
約
６
倍
）。
５
自
治
体
が
合
併
し

て
市
と
な
っ
た
。
現
在
も
市
内
に
５
つ
の
行

政
区
と
し
て
存
在
し
て
い
る
が
、
複
数
の
行

政
区
を
擁
す
る
形
態
は
、
米
国
で
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
の
み
で
あ
る
。

人
口
は
移
民
の
増
加
に
よ
り
上
昇
傾
向
に
あ

る
。
人
種
割
合
は
、
白
人
30
％
、
黒
人
20
％
、

ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
20
％
。
今
後
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系

が
多
数
派
と
な
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

現
在
の
市
長
は
マ
イ
ケ
ル
・
ブ
ル
ー
ム
バ

ー
グ
氏
。
歳
入
歳
出
は
約
４
兆
７
０
０
０
億

円
。
財
政
赤
字
は
約
５
６
０
０
億
円
。

■
レ
ッ
ド
バ
ン
ク
市

（
米
国
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
）

【
視
察
項
目:

中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
】

人
口
１
万
２
０
０
０
人
。
昼
間
人
口
約
５

万
人
。
人
口
構
成
は
学
齢
期
20
％
、
20
才
〜

64
才
58
％
、
65
才
以
上
22
％
で
あ
る
。

郊
外
大
型
店
舗
の
展
開
で
中
心
街
の
空
洞

化
が
進
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
中
心
市
街
地

再
開
発
計
画
を
策
定
。
州
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

と
し
て
自
治
体
再
開
発
に
関
す
る
法
律
が
制

定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
再
開
発
特
別
地
区

を
設
定
し
、
市
が
徴
収
し
た
再
開
発
税
を
特

別
地
区
が
宣
伝
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に

使
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

１
９
９
５
年
、
８
項
目
か
ら
な
る
再
開
発

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
。

①
商
業
地
区
の
安
定
化
、
②
商
業
地
区
の
人

口
増
加
（
店
舗
の
上
階
を
公
営
ア
パ
ー
ト
と

し
て
高
級
住
宅
化
）、
③
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
、
④
芸
術
的
活
動
の
推
進
、
⑤
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
の
サ
ポ
ー
ト
、
⑥
学
校

の
改
善
（
米
国
で
は
、
学
校
の
質
が
居
住
地

区
選
択
の
大
き
な
鍵
と
な
る
た
め
）、
⑦
交
通

ア
ク
セ
ス
の
改
善
、
⑧
景
観
の
整
備

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し

て
朝
か
ら
深
夜
ま
で
16
時
間
機
能
す
る
娯
楽

施
設
の
充
実
。
公
共
と
民
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
る
成
功
例
を
視
察
。

■
ベ
イ
ヨ
ン
ヌ
市

（
米
国
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
）

【
視
察
項
目:

医
療
保
険
制
度
等
】

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
や
東
欧
諸
国
、
イ
タ
リ
ア

か
ら
の
移
民
が
主
。
移
民
者
は
移
住
前
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
し
た
た
め
定
住
率
が
高

く
、
１
軒
の
家
屋
に
複
数
世
代
が
同
居
し
て

い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
市
の
特
徴
で
も
あ
る

こ
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
す
る
た
め
、

低
所
得
者
が
家
屋
を
修
繕
す
る
際
に
最
高
１

万
ド
ル
を
補
助
す
る
家
屋
改
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
し
て
い
る
。

当
市
の
65
才
以
上
の
高
齢
者
は
27
％
で
、

高
齢
者
福
祉
事
業
が
多
数
あ
る
。
月
７
万
食

の
食
事
の
配
給
を
は
じ
め
、
市
内
の
５
か
所

の
公
共
福
祉
施
設
の
う
ち
大
規
模
な
も
の
は

１
棟
に
６
０
０
人
入
居
で
き
る
。
入
居
費
用

は
月
に
平
均
60
ド
ル
程
度
で
あ
る
。

現
在
、
ハ
ド
ソ
ン
湾
付
近
に
お
い
て
、
市

と
ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ
社
の
共
同
事
業
に
よ
り
４

３
０
エ
ー
カ
ー
を
再
開
発
中
で
あ
る
。

以
下
、
紙
面
の
都
合
上
、
訪
問
都
市
名
と
、

視
察
内
容
の
概
略
の
み
列
挙
す
る
。

■
オ
ー
ロ
ラ
市

（
米
国
イ
リ
ノ
イ
州
）

１
８
５
１
年
市
制
施
行
。
州
で
初
め
て
街

路
灯
を
灯
し
た
こ
と
か
ら
「
灯
り
の
街
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
面
積
４
２
平
方
マ

イ
ル
。
人
口
17
万
人
。
工
業
都
市
化
が
進
む
。

■
ハ
ル
ト
ン
広
域
行
政
区
議
会

（
カ
ナ
ダ
　
オ
ン
タ
リ
オ
州
）

４
市
町
で
構
成
。
９
６
７
裄
。
人
口
43
万

８
０
０
０
人
。
議
長
（
首
長
）
１
名
、
構
成

自
治
体
の
首
長
４
名
、
各
市
町
議
員
２
〜
６

名
の
計
21
名
の
議
員
か
ら
成
る
。

■
オ
シ
ャ
ワ
市

（
カ
ナ
ダ
　
オ
ン
タ
リ
オ
州
）

都
市
環
境
整
備
に
つ
い
て
視
察
。
１
０
０

以
上
の
公
園
を
整
備
。

■
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ン
ホ
ー
ム

（
米
国
イ
リ
ノ
イ
州
エ
ヴ
ァ
ン
ス
ト
ン
市
）

約
５
万
坪
の
敷
地
内
に
コ
テ
ー
ジ
、
ア
パ

ー
ト
な
ど
の
住
居
、
医
療
施
設
が
設
け
ら
れ

た
高
齢
者
向
け
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
。
高
齢

者
福
祉
対
策
に
つ
い
て
調
査
。

米
国
・
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
都
市
づ
く
り
、
福
祉
施
策
な
ど
を
調
査
研
究

黒
川
　
通
信
　
　
　
　
鷲
見
　
　
侑

米
国
・
カ
ナ
ダ
都

市
行
政
視
察
報
告
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平
成
17
年
11
月
７
日
か
ら
11
日
ま
で
の
５

日
間
、
福
祉
事
情
の
視
察
を
主
な
目
的
に
タ

イ
王
国
を
訪
問
し
た
。

11
月
８
日
（
火
）

「
老
人
福
祉
施
設
」
視
察

―
大
切
な
、

穏
や
か
で
ゆ
っ
た
り
の
環
境
―

こ
の
施
設
は
、
タ
イ
北
部
の
町
チ
ェ
ン
マ

イ
市
に
あ
る
。
60
歳
か
ら
１
０
２
歳
ま
で
の

１
４
６
人
が
過
ご
す
老
人
福
祉
施
設
は
、
質

素
だ
が
居
住
区
・
テ
ラ
ス
・
厨
房
と
、
ど
こ

も
清
潔
だ
。
機
能
維
持
・
回
復
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
歌
、
テ
レ
ビ
鑑
賞
、
ベ
ン
チ
で
の
談

笑
と
思
い
思
い
に
過
ご
す
高
齢
者
の
表
情
は

明
る
く
穏
や
か
で
あ
る
。

■
若
く
情
熱
溢
れ
る
ス
タ
ッ
フ

「
福
祉
を
目
指
し
て
大
学
で
学
ん
だ
」
と

い
う
女
性
を
は
じ
め
42
人
の
ス
タ
ッ
フ
も
若

く
情
熱
に
溢
れ
て
い
る
。
定
期
的
に
訪
れ
る

大
学
の
先
生
の
指
導
を
受
け
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

が
図
ら
れ
て
い
る
。
仏
教
国
だ
け
あ
り
施
設

内
に
ミ
ニ
ワ
ッ
ト
（
寺
院
室
）
も
設
け
ら
れ

て
い
る
。

■
学
ん
だ
、
福
祉
の
現
場
に
大
切
な
も
の

制
度
や
施
設
・
器
具
な
ど
の
質
的
量
的
な

違
い
、
文
化
の
違
い
な
ど
単
純
比
較
は
で
き

な
い
が
、
高
齢
者
も
ス
タ
ッ
フ
も
、
と
も
に

穏
や
か
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
環
境
に
、
大
切

な
も
の
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。

「
孤
児
院
」
視
察

―
指
導
よ
り
も
、
生
き
る
力
を
養
う

環
境
づ
く
り
が
大
切
―

タ
イ
北
部
地
方
の
身
寄
り
の
な
い
子
ど
も

や
貧
困
家
庭
の
子
ど
も
な
ど
、
６
歳
か
ら
18

歳
ま
で
過
ご
す
孤
児
院
に
は
２
２
０
人
が
入

所
し
て
い
る
。
40
％
が
貧
困
家
庭
の
子
ど
も
、

60
％
が
孤
児
。
そ
の
う
ち
１
割
が
両
親
が
麻

薬
で
刑
に
服
し
て
い
る
山
岳
民
族
の
子
ど
も

た
ち
で
、「
麻
薬
問
題
は
重
要
な
課
題
」
と
所

長
。

■
心
を
洗
う
質
素
だ
が
清
潔
な
施
設

売
春
を
し
て
い
た
少
女
た
ち
も
社
会
復
帰

を
目
指
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
は
こ
の
施

設
か
ら
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
に
通

い
、
18
歳
に
な
る
と
自
立
し
て
ゆ
く
。
施
設

は
広
大
な
敷
地
に
ゆ
っ
た
り
と
収
ま
っ
て
い

る
。
中
に
は
鉄
条
網
で
ガ
ー
ド
さ
れ
た
建
物

も
。
ペ
ン
キ
を
幾
度
も
塗
り
重
ね
た
遊
具
、

た
だ
広
場
に
ゴ
ー
ル
が
据
え
ら
れ
た
だ
け
の

サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ン
ド
、
決
し
て
見
映
え
の
良

い
施
設
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
も
ま
た
、

清
潔
だ
。
こ
こ
で
の
生
活
は
、
食
事
以
外
の

こ
と
は
す
べ
て
自
分
た
ち
で
す
る
。
小
さ
な

子
ど
も
は
年
長
者
が
面
倒
を
み
る
。「
兄
弟
姉

妹
の
よ
う
に
成
長
す
る
ん
で
す
」
と
所
長
。

■
自
由
と
ゆ
っ
た
り
が
可
能
性
を
育
む

様
々
な
生
い
立
ち
や
問
題
を
持
ち
な
が
ら

自
立
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
を
育
む
所
長
の
、

「
子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
こ
と
は
、
指
導
よ
り

も
感
性
や
生
き
る
力
を
養
う
環
境
を
大
人
が

し
っ
か
り
整
え
て
あ
げ
る
こ
と
。
自
由
で
ゆ

っ
た
り
と
し
た
環
境
で
こ
そ
、
子
ど
も
た
ち

の
可
能
性
は
開
花
す
る
」
と
の
言
葉
に
感
銘
。

11
月
９
日
（
水
）

バ
ン
コ
ク
の
日
本
大
使
館
で
タ
イ
の
福
祉

制
度
全
般
に
つ
い
て
岡
部
一
等
書
記
官
お
よ

び
小
野
二
等
書
記
官
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

タ
イ
の
保
健
福
祉
行
政
は
労
働
省
、
保
健

省
、
社
会
・
人
間
開
発
省
の
３
機
関
で
実
施

さ
れ
て
い
る
。

■
社
会
保
険
（
労
働
省
）

１
９
９
０
年
に
成
立
し
た
「
社
会
保
障
法
」

に
基
づ
き
医
療
保
険
、
老
齢
年
金
、
失
業
保

険
な
ど
の
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
日

本
の
介
護
保
険
に
相
当
す
る
制
度
は
な
い
。

対
象
者
は
、
原
則
と
し
て
民
間
被
用
者
本
人

の
み
で
あ
り
、
日
本
の
よ
う
な
皆
保
険
・
皆

年
金
で
は
な
く
、
加
入
者
は
国
民
の
13
％
、

公
務
員
の
共
済
制
度
加
入
者
を
加
え
て
も

20
％
に
満
た
な
い
と
い
う
。
財
源
は
労
使
折

半
の
保
険
料
（
各
５
％
）
と
政
府
の
拠
出
金

（
２
・
75
％
）
な
ど
で
賄
っ
て
い
る
。

■
30
バ
ー
ツ
医
療
（
保
健
省
）

社
会
保
険
な
ど
の
対
象
外
の
人
が
、
各
自

登
録
し
た
公
立
病
院
に
お
い
て
１
回
の
外
来

や
入
院
に
つ
き
30
バ
ー
ツ
（
１
バ
ー
ツ
＝
約

３
円
）
の
自
己
負
担
で
医
療
機
関
を
受
診
で

き
る
制
度
。
２
０
０
２
年
か
ら
実
施
さ
れ
、

国
民
の
３
／
４
程
度
が
加
入
し
て
い
る
。

■
社
会
福
祉
（
社
会
・
人
間
開
発
省
）

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
、
重
度
の
障
害
者
、

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
な
ど
に
対
し
て
月
額

３
０
０
〜
５
０
０
バ
ー
ツ
を
給
付
す
る
ほ
か
、

一
時
的
な
生
活
困
窮
世
帯
に
対
し
て
１
回
２

０
０
０
バ
ー
ツ
の
一
時
金
が
支
給
さ
れ
る
。

●
お
わ
り
に

制
度
の
成
熟
度
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
量
的

な
違
い
を
超
え
た
大
切
な
も
の
を
学
ん
だ
。

今
を
築
い
て
き
た
高
齢
者
、
明
日
を
築
く
子

ど
も
た
ち
を
何
よ
り
も
大
切
に
す
る
姿
勢
に
、

財
政
効
果
や
効
率
の
み
追
求
し
、
大
切
な
も

の
を
置
き
忘
れ
、
歪
み
が
噴
出
す
る
日
本
の

再
生
の
方
途
を
教
え
ら
れ
た
。

タ
イ
王
国
に
お
け
る
福
祉
事
情
を
調
査
研
究

樫
木
　
幸
則
　
　
渡
邉
　
國
彦
　
　
赤
木
　
達
男

東
南
ア
ジ
ア
都
市

行
政
視
察
報
告




